
 

旧天王貯水池 “２００８” 春の一般公開 お花見席 

けやき通りまちづくりの会 歴史遺産活用委員会委員長 

加藤保之 

  けやき通りまちづくりの会は堺市まちづくり市
民組織認定第１号として平成１３年７月から「けや

き通りの景観と界隈の歴史遺産を活かしたまちづ

くり」活動を行っています。 
 歴史遺産活用委員会、地域交流委員会、花づくり

委員会があり、歴史遺産や生涯学習の講演会や勉強

会、けやき通りの清掃、けやきの根元の花飾り、店

舗の活性化などに取り組んでいます。 

 地域にある旧天王貯水池は堺市の上水道施設で

登録有形文化財です。昭和５０年代の一時期、取り

壊して看護学校建設との計画もありましたが、保存

に向けての市民運動の甲斐あって、幸い残されるこ

とになり、現在堺市が管理しています。当会の実施

した植生調査では固有の豊かな自然が残されていることが分かりました。 
明治４３年（１９１０年）浅香山浄水場とともに堺市上水道の歴史が始まり、来年ちょ

うど百年の記念の年を迎えます。わが国が明治以降、西洋化、近代化への道を進む中、上

水道は大阪府下では明治２８年に建設された大阪市についで２番目でした。当時、コレラ

や疫痢など感染症の流行により多くの市民が亡くなりました。早く上水道を建設して欲し

いとの声が高かったのですが、建設費が莫大であり、なかなか実現しませんでした。浅香

山浄水場からの余剰水を貯水池に貯め、旧市内に自然の高低差（約１５メートル）を利用

して給水しました。当初計画給水人口６万人として建設されましたが、その後人口が増加

する中、昭和３９年まで約５０年間にわたり使われました。 

   
登録有形文化財（昭和 13年 8月 28日）                       内部構造 

当時の水道施設が現存する例は少なく、近代化遺産として極めて貴重です。この市民の

財産であり、貴重な文化財が有効利活用されていませんでした。広く市民に文化財として

の価値を知ってもらい、市民の交流が図られるようにと当会では春と秋に一般公開を行っ

ています。 

堺発 “もてなし茶会” 



春は貯水池内にヤマザクラとカスミザクラがあるところから、お花見と「堺なんや衆」

さんにお世話頂きお茶会を開催しています。毎年大変お世話になり、紙面をお借りし篤く

御礼申し上げます。開催日を４月第２日曜日としていますが開催日が近づきますと花を咲

かしてくれるかどうか、天候はどうかと気を揉む毎日です。当日はのんびり桜を愛でなが

ら、お茶を頂き、語らい合うことは誠にぜいたくな至福の一日となります。 

  

秋は「けやき通り文化の集い」として地域の幼稚園児から一般まで音楽祭・ダンス・絵

画展など文化をキーワードに毎年２０００人を越す人々が集います。昨年はＮＰＯアート

のある街づくり会やボーイスカウトとコラボレーションしました。会では旧天王貯水池の

今後の恒常的な利用のあり方についても継続的に検討しています。 

 まちづくりは人づくりを合い言葉に市民の交流、他のまちづくり団体との協働により、

今後も活発な活動を続けたいと考えています。 
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